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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成21年6月18日(2009.6.18)

【公表番号】特表2009-518703(P2009-518703A)
【公表日】平成21年5月7日(2009.5.7)
【年通号数】公開・登録公報2009-018
【出願番号】特願2008-540543(P2008-540543)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   9/445    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   9/06    ６１０Ｊ
   Ｇ０６Ｆ   9/06    ６５０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月24日(2009.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メモリと、複数の可能な標準アーキテクチャのうちの１つの下で動作するホスト・コン
ピュータに接続するための接続部とを含む携帯装置であって、
　前記メモリは、
　全て第１標準アーキテクチャに従う第１仮想マシン・レイヤ、第１仮想マシン監視レイ
ヤ、及び第１オートコンフィギュリング・ホスト・オペレーティング・システムを含む第
１ソフトウェア階層と、
　全て第２標準アーキテクチャに従う第２仮想マシン・レイヤ、第２仮想マシン監視レイ
ヤ、及び第２オートコンフィギュリング・ホスト・オペレーティング・システムを含む第
２ソフトウェア階層と、
　を含む、前記携帯装置。
【請求項２】
　前記携帯装置が前記ホスト・コンピュータに接続される前に前記第１及び第２の標準ア
ーキテクチャのうちの１つの選択を受け取るためのユーザ・インターフェースを更に含む
、請求項１の携帯装置。
【請求項３】
　前記ユーザ・インターフェースはハードウェア・スイッチを含む、請求項２の携帯装置
。
【請求項４】
　前記第１ソフトウェア階層は、前記第１標準アーキテクチャのための第１ゲスト・オペ
レーティング・システムを含む第１パーティションと、前記第１オートコンフィギュリン
グ・ホスト・オペレーティング・システム及び前記第１仮想マシン監視レイヤを含む第２
パーティションとに分割されている、請求項１の携帯装置。
【請求項５】
　前記オートコンフィギュリング・ホスト・オペレーティング・システムのうちの１つは
リナックス・オペレーティング・システムである、請求項１の携帯装置。
【請求項６】
　前記オートコンフィギュリング・ホスト・オペレーティング・システムのうちの１つは
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マッキントッシュ・オペレーティング・システムである、請求項１の携帯装置。
【請求項７】
　前記接続部はユニバーサル・シリアル・バス接続端子を含む、請求項１の携帯装置。
【請求項８】
　前記接続部はファイアワイヤ接続端子を含む、請求項１の携帯装置。
【請求項９】
　前記メモリは持続的記憶装置を含む、請求項１の携帯装置。
【請求項１０】
　前記ホスト・システム及び前記第１及び第２のソフトウェア階層からアクセス可能なユ
ーザ・ファイルを含む別のパーティションを含む、請求項１の携帯装置。
【請求項１１】
　固有基本機能と、ユーザ・ファイル・パーティション内のファイルへのユーザ・アクセ
スを提供するために固有装置が前記ユーザ・ファイル・パーティションのファイルに直接
アクセスすることを可能にするインターフェースとを更に含む、請求項１０の携帯装置。
【請求項１２】
　前記第２ソフトウェア階層は、
　前記第２標準アーキテクチャのための第２ゲスト・オペレーティング・システムを含む
第１パーティションと、
　前記第２オートコンフィギュリング・ホスト・オペレーティング・システム及び前記第
２仮想マシン監視レイヤを含む第２パーティションと、
　に分割されている、請求項４の携帯装置。
【請求項１３】
　全て第１標準アーキテクチャに従う第１仮想マシン・レイヤ、第１仮想マシン監視レイ
ヤ、及び第１オートコンフィギュリング・ホスト・オペレーティング・システムを含む第
１ソフトウェア階層と、全て第２標準アーキテクチャに従う第２仮想マシン・レイヤ、第
２仮想マシン監視レイヤ、及び第２オートコンフィギュリング・ホスト・オペレーティン
グ・システムを含む第２ソフトウェア階層とを含むメモリと、前記第１及び第２標準アー
キテクチャを含む複数の標準アーキテクチャのうちの１つの下で動作するホスト・コンピ
ュータに接続するための接続部と、ユーザ・インターフェースとを含む携帯装置に適用さ
れる方法であり、
前記ユーザ・インターフェースを介して第１標準アーキテクチャの下で動作する第１ホス
ト・コンピュータに携帯装置を接続するために第１標準アーキテクチャの選択を受け付け
るステップと、
　前記携帯装置を第１ホスト・システムに接続することに応答して、前記第１オートコン
フィギュリング・ホスト・オペレーティング・システムを用いて前記ホスト・システムを
ブートするステップと、
　前記第１仮想マシン・レイヤを起動するステップと、
　前記ホスト・システムを用いてセッションを開始するステップと、
　前記セッションを中断させて前記セッションの状態を仮想マシン・セッション・レイヤ
に格納するステップと、
　を含む、方法。
【請求項１４】
　前記ユーザ・インターフェースを介して前記携帯装置を第２ホスト・コンピュータに接
続するために第２標準アーキテクチャの選択を受け付けるステップと、
　前記第１標準アーキテクチャとの互換性を持っていない第２標準アーキテクチャの下で
動作する第２ホスト・システムに前記携帯装置を接続することに応答して、前記携帯装置
に格納されているオートコンフィギュリング・ホスト・オペレーティング・システムをブ
ートするステップと、
　前記携帯装置に格納されている前記仮想マシン・レイヤを起動するステップと、
　を更に含む、請求項１３に記載の方法。
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【請求項１５】
　全て第１標準アーキテクチャに従う第１仮想マシン・レイヤ、第１仮想マシン監視レイ
ヤ、及び第１オートコンフィギュリング・ホスト・オペレーティング・システムを含む第
１ソフトウェア階層と、全て第２標準アーキテクチャに従う第２仮想マシン・レイヤ、第
２仮想マシン監視レイヤ、及び第２オートコンフィギュリング・ホスト・オペレーティン
グ・システムを含む第２ソフトウェア階層とを含むメモリと、前記第１及び第２標準アー
キテクチャを含む複数の標準アーキテクチャのうちの１つの下で動作するホスト・コンピ
ュータに接続するための接続部と、ユーザ・インターフェースとを含む携帯装置に実行さ
せることで、当該携帯装置に、
前記ユーザ・インターフェースを介して第１標準アーキテクチャの下で動作する第１ホス
ト・コンピュータに携帯装置を接続するために第１標準アーキテクチャの選択を受け付け
るステップと、
　前記携帯装置を第１ホスト・システムに接続することに応答して、前記第１オートコン
フィギュリング・ホスト・オペレーティング・システムを用いて前記ホスト・システムを
ブートするステップと、
　前記第１仮想マシン・レイヤを起動するステップと、
　前記ホスト・システムを用いてセッションを開始するステップと、
　前記セッションを中断させて前記セッションの状態を仮想マシン・セッション・レイヤ
に格納するステップと、
　を実行させるコンピュータ・プログラム。
【請求項１６】
前記携帯装置に、更に
前記ユーザ・インターフェースを介して前記携帯装置を第２ホスト・コンピュータに接続
するために第２標準アーキテクチャの選択を受け付けるステップと、
　前記第１標準アーキテクチャとの互換性を持っていない第２標準アーキテクチャの下で
動作する第２ホスト・システムに前記携帯装置を接続することに応答して、前記携帯装置
に格納されているオートコンフィギュリング・ホスト・オペレーティング・システムをブ
ートするステップと、
　前記携帯装置に格納されている前記仮想マシン・レイヤを起動するステップと、
　を実行させる請求項１５に記載のコンピュータ・プログラム。
【請求項１７】
　全て第１標準アーキテクチャに従う第１仮想マシン・レイヤ、第１仮想マシン監視レイ
ヤ、及び第１オートコンフィギュリング・ホスト・オペレーティング・システムを含む第
１ソフトウェア階層と、全て第２標準アーキテクチャに従う第２仮想マシン・レイヤ、第
２仮想マシン監視レイヤ、及び第２オートコンフィギュリング・ホスト・オペレーティン
グ・システムを含む第２ソフトウェア階層とを含むメモリと、前記第１及び第２標準アー
キテクチャを含む複数の標準アーキテクチャのうちの１つの下で動作するホスト・コンピ
ュータに接続するための接続部とを含む携帯装置に実行させることで、当該携帯装置に、
携帯装置を現在のホスト・システムに接続することに応答して、前記オートコンフィギュ
リング・ホスト・オペレーティング・システムをブートするステップと、
　前記仮想マシン・レイヤを起動するステップと、
　中断された仮想マシン・レイヤ・セッションの動作を再開するステップと、
　を実行させるコンピュータ・プログラム。
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